特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　13年　1月24日　444号
12年度活動報告案審議
事務局ではいま、今年１年間の振り返りを進めています。また新年度の活動方針や活動内容についてご意見やご希望がいただければ大歓迎です。今年も「楽しい活動、楽しくなる活動、楽しくする活動」を目指して取り組んできましたが、いかがだったでしょうか。展開してきたイベント約100回、そのいずれもがこうした期待にこたえられたものだったでしょうか。長年続けてきた木津川堤防の植物調査とその標本化や写真集の発行、里山調査によるカスミサンショウウオの2か所目の発見、京都府下植物の調査書類を整理した生育記録集やその記録集原本の発刊など長機関に及ぶ作業を行って受けた、環境大臣表彰は、特筆した成果でした。
木津川沿川活動団体交流会　19日　村上先生が淀川整備計画に基づき課題を多方面から解説
松の内が明けるや否やの時期の取組みだったが、よく集っていただきました。河川レンジャー運営委員である精華町と城陽市、京都山城北土木事務所や高山ダムからも出席をいただきました。先生からは淀川整備計画の説明から始めていただき、淀川水系への理解が深まりました。桂、宇治、木津の三川に加えて、猪名川が淀川水系であること、ワンドでのイタセンパラなどの復旧の取組みと外来魚の繁殖とその撲滅運動の必要性、木津川は川の力がまだあり、砂州が動いている、この時にこそ対策を考えなければならないし、淀川水系でも川の力の残っている木津川が素晴らしいと強調された。またペットの放流などについての影響がどのようなものかといった質問があった。
救命救急士講習会に5名参加　19日午後　京田辺市消防署　
22名が参加した講習会でした。土曜日の午後、交流会と同時進行でしたが、里山の会のマラソン関係の方々を中心に総責任者大村さんや森島さん事務局担当の森さん小川さん芳川さんの5名が熱心に受講していただきました。この講習会は年々内容が進歩して、心肺停止の状態をいかに短くするかがポイントとして話されていました。毎年講習内容が進歩発展変化していました。
第30回記念京都木津川マラソンの取組み進む　テント用竹材200本確保　会場暖房燃料確保　16日
開催日まで2週間を切ってきた段階で、事前準備が続いています。会場暖房用の薪の準備と会場設営でテントの竹の伐採です。朝の最低気温が―2度でしたが、1緒に集合して200本を切り出し、笹の部分の切り落としを行いました。なかなかベテラン（大村、伊藤、森島さん）が揃って約2時間ほどで完成させることができました。早く終わったので廃材の寸法切り（約半分の量）も行いました。毎年の繰り返しで、要領がよくわかってきたので、スピードアップできてきました。ホリモクさんや加藤建築さんなどから提供をいただき大いに助かっています。また松見建設さんからも大きな支援をいただいています。皆さんの協力に感謝しています。ありがとうございます。
里山農園　10号地の90％整備が進み、炭焼き用の原木確保の目途がつく
「この向こう側にもう一枚田圃があるのだけれど」という大村さんの言葉で、それではと笹竹の伐採を行うことにしました。炭焼き体験のために原木の切り出す足場の確保のためにも10号地の整備ができました。ここも長年放置されてきたので、笹竹がこれまでになく猛烈に密集していて、威力抜群の草刈り機もこれまでのように前進することができませんでした。10号地は約15時間かかりました。普通田圃は平地なのですが、笹竹の取り除きが進みますと、高さ1.5m幅2m長さ5mほどの大きな溝が発見されました。かなりの土砂が流出している現場でした。人による管理の目が届かない放棄地の典型的な場面が出てきました。（里山管理の放棄による田圃崩壊現場）
京都府山城南土木事務所　マラソン前半折返し付近の時代遅れのバリアーの撤去を連絡　
ランナーの安全確保
木津川サイクリングコースができた折に自動車のコース乗り入れを防止するバリアーが設置されています。藤木川付近では、コンクリート製で大変頑丈に設置されています。長年の風雪に耐えて色はすっかり黒くなっており、高さも50ｃｍぐらいの高さで、自転車の方も、歩行者の方ももちろんランニングされる方にも危険な遺物になっています。集団で走ってくると後続の方は足元にそういった障害物が設置されている等ととても想像できません。少々明示看板で予告していても想定外の障害物があるとは思いもしないでしょう。毎年の木津川マラソン大会では、蛍光テープを2万円分も買って、発見しやすくし、気づきができるよう神経を使って対応しています。これまで数回土木事務所に改善を申し入れ来ましたが、今年やっと改良して戴くことができて、コース上の障害物が撤去されることになりました。
近畿子どもの水辺交流会　実行委員会開催される　里山の子どもたちDグループで発表
これまで近畿地方の6府県で順に開催して、今年は二順目の初会大阪府での開催です。子どもたちの発表団体は30団体267人で付き添いや応援の大人を含めると総計418人の参加と成ります。やましろ里山の会の木津川子ども部会から7名がワンドの調査等1年間木津川を観察してき事を発表します。2月9日(土)午前10時開会です。
会場は大阪市天満橋のドーンセンター5階です。Ｄ組での発表となっています。大勢の元気な川と水に親しんできた近畿地方の子どもたちの発表に耳を傾けて戴ければ大変うれしく思います。
2月11日　春を呼ぶ東大寺二月堂お水取りの竹送り実施　8時30分に普賢寺大御堂で出発式
近畿地方の春の訪れは東大寺二月堂のお水取りが終わるころと言われています。お水取りに使われる大きな松明用の竹を送りとどける催しを山城松明講が復興再開してきました。真竹の竹やぶから直径17～18㎝、長さ10ｍの大きくまっすぐなもの10本余り（重さ1本60㎏以上になる）を選りすぐり掘り起こし運び込みます。京田辺市の春を呼ぶ催し「竹送り」にご参加ください。奈良坂の頂上まで自動車で運搬して、ここから奈良市内を大八車と担ぎで運びこみます。途中転害門の広場で歓迎があり休憩後大仏殿前を通って二月堂への階段を上ります。竹置き場に収めた後、東大寺管主による恒例の句会が開かれ、全参加者から３句が表彰されます。是非挑戦してみてください。
会誌34号原稿募集始まる　　原稿締切　3月20日（水）
１仲間の広場　２特集　３調査研究で募集します
前号は２１９頁の超大作になりました。発足以来半年ごとに発行を重ね今回は３４号に到達しました。「よくもまあここまで継続発行してきたものだ」と多くの方々からの声が聞かれます。「原稿集めが大変だろう」とよく言われます。しかし地道な活動を継続していくとこうした成果は自然にまとまってくるものではないでしょうか。
応募書式　原稿用紙、メールでの応募歓迎。
用紙・B５、文字ポイント（本文10.5 見出し14） 余白・上下左右24㎜　
届けられた原稿のパソコン打ち込みして戴く方を求めています。事務所までご連絡ください。
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください
郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

